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優
秀
賞　

教
育
長
賞　

岡
山
市
立
灘
崎
中
学
校
３
年　

海
野　

裕
丞

（
絵
の
説
明
）

絵
の
中
の
牛
の
表
情
を
見
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
の
か
な
と
考
え
て
制
作
し
た
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
を

見
て
く
れ
た
人
が
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
牛
乳
を
飲
ん
で
く
れ
る
と
う
れ
し
い
。

令
和
５
年
度

「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
作
品



審査風景

審査員
吉原　直樹氏

第
２
回
お
か
ら
く
瀬
戸
内
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

　

９
月
13
日
、
残
暑
厳
し
い
中
「
第
２
回

お
か
ら
く
瀬
戸
内
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会
」
が
干
拓
コ
ン
ト
ラ
基
地
敷
地
内
で
、

５
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
大
寺
地
区
よ
り
未
経
産
牛
10
頭
・
経

産
牛
３
頭
、
備
南
地
区
よ
り
未
経
産
牛
４

頭
・
経
産
牛
３
頭
の
合
計
20
頭
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。
審
査
員
に
津
山
市　

吉
原
直

樹
氏
を
お
迎
え
し
、
未
経
産
牛
を
２
部
、

経
産
牛
を
２
部
に
分
け
て
、
競
い
合
い
ま

し
た
。

　

第
１
部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
岡
山
市

㈱
松
﨑
牧
場
の
愛
牛
。
第
２
部
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
は
、
岡
山
市　

㈱
松
﨑
牧
場
の
愛

牛
。
第
３
部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
笠
岡

市　

㈱
Ｆ
ａ
ｒ
ｍ　

Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
ｙ
ｈ
ｏ
ｎ

の
愛
牛
。
第
４
部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、

笠
岡
市　

㈲
希
望
園
の
愛
牛
と
な
り
ま
し

た
。

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
第
４

部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
㈲
希
望
園
の
愛
牛

が
、
リ
ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
は
、
第
３
部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
㈱
Ｆ
ａ

ｒ
ｍ　

Ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
ｙ
ｈ
ｏ
ｎ
の
愛
牛
が
栄

冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
12

日
開
催
の
第
79
回
岡
山
県
畜
産
共
進
会
に

は
、
今
回
出
品
の
全
頭
が
出
品
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

11
日
に
は
、
酪
農
組
合
・
酪
農
家
の
皆

さ
ん
や
関
係
者
に
よ
っ
て
、
会
場
の
準
備

と
牛
の
繋
留
場
と
リ
ン
グ
な
ど
の
準
備
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
共
進
会
当
日
に
は
、

出
品
者
・
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
多
数
の

ご
来
賓
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
共
進
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

協
力
と
ご
尽
力
に
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

（
西
大
寺
事
務
所
）

第２回瀬戸内ホルスタイン共進会成績
部 決　定　順　位 名　　　　　　　　　　　　号 生年月日 住　所 氏　　名

未
経
産
の
部

1 チャンピオン ＣＦ　ダビクラ　レジエンド　ドルマゲス　ＥＴ R05.12.６ 岡山市 ㈱ 松 﨑 牧 場

2 チャンピオン ＣＦ　ダビユーク　クラツシユ　レゼ　ＥＴ R04.12.16 岡山市 ㈱ 松 﨑 牧 場

経
産
の
部

3 チャンピオン
リザーブグランドチャンピオン ラツキーホン　クレイグ　Ｓ　チーフ　ロツジーナ R03.12.30 笠岡市 ㈱Farm Luckyhon

4 チャンピオン
グランドチャンピオン メルテイリツジ　ＦＳ　クラツシヤブル　アリー R02.５.19 笠岡市 ㈲ 希 望 園
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記念撮影

第
61
回
蒜
山
地
区
乳
牛
共
進
会

　

９
月
18
日
、「
第
61
回
蒜
山
地
区
乳
牛

共
進
会
」
が
蒜
山
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
馬
術
競

技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
は
９
月
中
旬
を
過
ぎ
る
と
蒜
山
地

区
は
徐
々
に
涼
し
く
な
り
ま
す
が
、
当
日

は
晴
天
に
恵
ま
れ
た
も
の
の
蒜
山
と
は
思

え
な
い
異
常
な
暑
さ
の
中
、
リ
ー
ド
マ
ン

の
方
々
は
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
、
そ
れ

で
も
愛
牛
の
姿
が
審
査
員
の
目
に
と
ま
る

よ
う
真
剣
に
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

リ
ー
ド
マ
ン
の
中
に
は
70
歳
を
越
え
た
レ

ジ
ェ
ン
ド
か
ら
、
は
じ
め
て
リ
ー
ド
マ
ン

に
挑
戦
の
酪
大
生
ま
で
幅
広
く
、
蒜
山
地

区
の
層
の
厚
さ
を
頼
も
し
く
感
じ
ま
し

た
。

　

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
23
頭
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
16
頭
の
出
品
が
あ
り
、
審
査
に
は
㈱
十

勝
家
畜
人
工
授
精
所　

営
業
指
導
部
長　

藤
山
茂
氏
を
お
迎
え
し
厳
正
な
る
審
査
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
ジ
ュ
ニ
ア
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

第
２
部
の
㈲
長
恒
牧
場
の
愛
牛
ロ
ン
ゲ
ス

ト　

キ
ン
グ
ス
ウ
エ
イ　

Ｆ　

チ
ヨ
イ
ス

が
、
シ
ニ
ア
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

は
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
第
４
部
の
丸
山
昭
博

氏
の
愛
牛
Ｓ
Ｒ
Ｊ　

ジ
ヨ
ー
ダ
ン　

ア
イ

デ
ア
が
輝
き
ま
し
た
。

　

丸
山
氏
は
春
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
ス
プ
リ
ン

グ
シ
ヨ
ウ
に
続
く
連
覇
を
成
し
遂
げ
ら

れ
、「
何
事
も
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
こ

と
を
地
域
の
若
い
後
継
者
に
見
せ
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
喜
び
を
語
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
猛
暑
の
中
会
場

準
備
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆

様
、
出
品
者
の
皆
様
、
応
援
で
会
場
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
蒜
山
事
務
所
）

第61回蒜山地区乳牛共進会成績表
部 決　定　順　位 名　　　　　　　　　　　　号 生年月日 住　所 氏　　名

ジ

ャ

ー

ジ

ー

種

1 チャンピオン ＳＲＪ　スターロード　アドニス R05.８.24 真庭市 丸 山 　 昭 博

2 チャンピオン ポイントン　バンクロフト　ピテイオ R04.12.27 真庭市 ㈱あさなべ牧場

3 チャンピオン アサナベ　クローム　プラザ R04.８.12 真庭市 万 庭 　 佳 明

4 チヤンピオン
グランドチャンピオン ＳＲＪ　ジヨーダン　アイデア R03.２.23 真庭市 丸 山 　 昭 博

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

1 チャンピオン ロンゲスト　ＭＳ　ハクセル　リコライス R05.９.３ 真庭市 ㈲ 長 恒 牧 場

2 チャンピオン
ジュニアグランドチャンピオン ロンゲスト　キングスウエイ　Ｆ　チヨイス R05.６.18 真庭市 ㈲ 長 恒 牧 場

3 チャンピオン ロンゲスト　チーフ　Ｔ　バーバラ R04.３.11 真庭市 ㈲ 長 恒 牧 場

4 チヤンピオン ロンゲスト　ＦＦ　タトウー　ダダ R01.９.10 真庭市 ㈲ 長 恒 牧 場
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令
和
６
年
度

「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
審
査
会
開
催

　

こ
の
「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
」
は
岡
山
県
酪
農
乳
業
協
会
主
催
で
、

今
年
で
18
回
目
と
な
り
ま
す
。
酪
農
・
乳

業
に
関
心
を
持
ち
、
牛
乳
へ
の
理
解
を
よ

り
深
め
る
た
め
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
絵

画
を
募
集
。
県
下
の
小
学
校
・
中
学
校
・

特
別
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん

か
ら
、
応
募
総
数
４
，９
１
６
点
も
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
会
は
、
10
月
１
日
、
岡
山
市
内
で

行
い
、
県
下
の
小
・
中
学
校
の
先
生
方
に

主
審
査
を
お
願
い
し
、
計
19
名
の
審
査
員

で
、
最
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）
２
点
・
優

秀
賞
（
県
教
育
長
賞
）
９
点
・
優
良
賞
（
協

会
長
賞
）
34
点
・
入
選
１
８
０
点
を
選
出

し
ま
し
た
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
、
ど

れ
も
甲
乙
つ
け
が
た
い
も
の
ば
か
り
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
発
想
・
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
作
品
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
員
の
先
生
方
か
ら
は
、「
ど
れ
も

レ
ベ
ル
が
高
か
っ
た
」「
し
っ
か
り
と
描

き
込
ん
で
い
て
見
応
え
が
あ
っ
た
」「
世

相
が
伝
わ
る
作
品
が
多
く
、
コ
ロ
ナ
後

で
軽
や
か
で
明
る
い
絵
が
多
か
っ
た
」

等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
及
び
優
良
賞
の

作
品
は
１
月
の
給
食
週
間
の
ポ
ス
タ
ー

に
な
り
、
各
学
校
に
配
布
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
酪
農
乳
業
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
入
選
以
上
の
作
品
が
掲
載
さ

れ
ま
す
。（
令
和
７
年
１
月
頃
）

　

少
し
で
も
多
く
の
方
々
に
子
ど
も
た

ち
の
「
牛
が
好
き
・
牛
乳
が
大
好
き
！
」

と
い
う
思
い
が
詰
ま
っ
た
力
作
を
見
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
局　

生
乳
課
）

「
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」受賞

者

（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞（
岡
山
県
知
事
賞
）

小
学
生
の
部

　

朝
日
学
園
朝
日
塾
小
学
校
２
年

藤
原
亜
佳
音

中
学
生
の
部

中
学
生
の
部

　

倉
敷
市
立
西
中
学
校
１
年

米
村　

夢
花

　

岡
山
市
立
西
大
寺
中
学
校
２
年

三
⻆　

翼
颯

　

岡
山
市
立
建
部
中
学
校
３
年善

木　

己
琴

　

岡
山
市
立
操
南
中
学
校
３
年

堀
井　

咲
来

優
秀
賞（
岡
山
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
）

小
学
生
の
部

　

岡
山
市
立
大
元
小
学
校
１
年杉

尾　

咲
羽

　

岡
山
市
立
芳
泉
小
学
校
２
年本

田　

啓
樹

　

美
作
市
立
美
作
第
一
小
学
校
３
年

小
山　

侑
紗

　

岡
山
市
立
旭
東
小
学
校４

年

伊
豆
田
陽
菜

　

浅
口
市
立
鴨
方
西
小
学
校

５
年

田
中　

七
旺

　

笠
岡
市
立
城
見
小
学
校６

年

渡
邉　

心
彩

審査風景

最優秀賞
堀井咲来さんの作品

最優秀賞
藤原亜佳音さんの作品
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「
供
卵
牛
情
報
と
採
卵
計
画（
11
月
分
）」に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

　

11
月
の
採
卵
計
画
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
利
用
の
場
合
や
よ

り
詳
細
な
情
報
が
必
要

な
場
合
は
、
最
寄
り
の

家
畜
保
健
衛
生
所
、
受

精
卵
移
植
師
等
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
能
力
評
価
を

牛
群
検
定
成
績
か
ら
行

う
た
め
、
検
定
参
加
農

家
の
方
を
譲
渡
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
採
卵
予
定
日

や
交
配
予
定
種
雄
牛
は

急
遽
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い

ま
す
。

　

次
回
の
採
卵
は
12
月

12
日
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

※
ご
要
望
・
ご
意
見
等

あ
り
ま
し
た
ら
、
畜

産
研
究
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【優良牛】（選別性判別無し＠32,560、雌判別@43,450） 供卵牛の遺伝能力評価等 採卵予定日

♀：ＯＡＣ　リラ　ローリエイト　エクスプローシヨン　ロイ　ＥＴ
登録番号：16008  7223  3
輸入卵産子、産乳成分・疾病繁殖性に優れる

11／15

♂：ペース（550HO16497）米国３位相当
ヤングサイヤ、産乳成分に優れ体型指数も高い

総合指数

産乳

耐久性

疾病繁殖

乳代効果

長命連産効果

3116

330

86

1%

1%

19%

3% 116

76362
26%

26%
84257

0
20
40
60
80

100

交配精液は、長命連産事業対象（＠6,000円以内）です。
事業の詳細は、おかやま酪農協へお問い合わせ　いただくか、農林水産省のホームページをご覧ください。
在庫卵情報（在群上位牛）

採卵牛 総合指数（順位） 系統 個体識別番号 種雄牛 性※ 保存※※ 在庫数

ウルル 3265 １% ウエストジエツト 1390973202 レネゲード（♀） 550H14134 判別♀ ガラス化 1
（追加）

　 選別精液♀ ガラス化 5
（追加）

　 選別精液♀ ダイレクト 6
（追加）

シヤルル 3104 １％ シヤーレツテイ 1390973028 バーグーン（♀） 507H16163 判別♀ ガラス化 4

　 選別精液♀ ガラス化 4

キヤシー 3088 １％ チヤシテイ 1607272593 キヤプテン（♀） 551H4119 選別精液♀ ガラス化 6

キキ 3076 １％ キヤロツトＫ 1390973127 ハイプレシヤス（♀）JP61137 判別♀ ガラス化 2

キズナ 3023 ２％ チヤシテイ 1509873652 オービツト（♀） 507H15496 選別精液♀ ガラス化 4

キヤスト 2899 ４％ チヤシテイ 1354972036 デデイケート（♀） 551H3590 選別精液♀ ダイレクト 3

ラビー 2894 ４％ ラベール 1600872271 フロストバイト（♀）7H15821 選別精液♀ ガラス化 3

キヤリー 2805 ６％ チヤシテイ 1546371500 アルコーブ（♀） 777H11000 選別精液♀ ダイレクト 6

ボラーレ 2777 ８％ ボンビ 1379523800 タヒチ（♀） 7H14229 判別♀ ガラス化 1

　 レネゲード（♀） 550H14134 選別精液♀ ガラス化 3

プリン 2740 10％ ペニア 1536996850 パースーツ（♀） 777H11186 判別♀ ガラス化 2

選別精液♀ ガラス化 3

※判別♀：受精卵を性判別、選別精液♀：性選別精液使用・卵の性判別無し
※※ガラス化：畜産研究所で融解、ダイレクト：移植時に融解移植
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技術のページ

脂肪酸データを活用しよう!!
事業本部

：こんにちは、牛太郎さん。ご無沙汰してます。ようやく暑い夏も終わりましたが牛ちゃんたち
は暑さの影響を引きずってはいないですか？

：おう、久しぶりじゃな。この夏は連日の猛暑で乳脂肪は薄くなるわ、乳量は下がるわ、廃用も
数頭出してしもうたわい。経営が厳しい中でこんな夏が毎年のように繰り返すのかと思うとワ
シまで夏バテになってしまいそうじゃ。

：ですよねえ。少しでも牛たちもゆったり過ごせて、経営コストを抑えて安定した経営ができる
ようにしたいですね。そのためには、牛たちが出している信号とか牛検や乳質データを活用し
て、ちょっとした工夫を見直しすることも大事ですよね。

：そりゃそうなんじゃが、あまりデータ活用してないし、いつものルーティーンを変えるのはな
かなかできんもんじゃ。でも最近は検査項目にDSCC（種別体細胞）とかデノボとかミックス
ドとかプレフォームとかって数値が出とるな。

：なんだ、関心があるんじゃないですか。DSCCはおからく「組合だより８月号」で説明しまし
たが、今日は脂肪酸について簡単にお話しましょう。

　これらの数値が生乳内100ｇ当りの脂肪酸ｇと総脂肪数100ｇ当りの脂肪酸ｇで表せるようにな
りました。牛検の速報値として牛検終了後すぐにわかりますよ。

　個体乳のデータでは

脂肪酸の区分

デノボ（粗飼料・ルーメン由来）
　増加：・ルーメンの健康状態が良好　・ルーメン内微生物が活発
　減少：・デンプン、糖の分解不足　　・脂肪の過剰給与
　　　　・タンパク質の分解不足　　　・ルーメン機能の低下
　　　　・粗飼料不足（繊維不足）　　・飼養環境の悪化
ミックス（デノボとプレフォームの一部由来）
　増加：・デノボ合成の増加　　　　　・パーム油ベースの飼料などバイパス油脂の増加
　減少：・デノボ合成の低下　　　　　・パーム油ベースの飼料などバイパス油脂の減少

データの見方
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家畜改良事業団LIAJ Newsより

：へぇ～。１つ１つ数字をみていくと早めの対策や改善点がわかってくるね。経営が厳しい厳し
いって口癖になってるけど、小さなことからコツコツやればまだまだコスト削減できるし、儲
かる経営に向けれるかもしれないな。

：DSCCと併用して考えればさらに改善策が見えてきますよ。市販の脂質添加剤も種類によって
効果の違いがあるので牛の状況や季節による使い分けが大事です。詳しくはメーカーやおから
く担当者に遠慮なしに聞いてみてください。

：なるほど！なんか儲かる気がしてきたぞ。
　さっそく儲けた銭でちょっと飲みにいってくらぁ♡

：おいおい…。

脂肪酸
分娩後

～60日 61日～
デノボＦＡ 22％以上 28％以上

プレフォームドＦＡ 50％以下 40％以下

デノボＭＩＬＫ
全乳期

0.9％以上

全脂肪酸100ｇに対して脂肪酸重量

略式記述
デノボＦＡ ミックスドＦＡ プレフォームドＦＡ

DnF MiF PrF
おおよその範囲 20～35％程度 25～40％程度 35～50％程度

乳100ｇに対して脂肪酸重量

略式記述
デノボＭＩＬＫ ミックスドＭＩＬＫ プレフォームドＭＩＬＫ

DnM MiM PrM
おおよその範囲 0.8～1.4％程度 1.0～1.5％程度 1.4～2.0％程度

プレフォーム（体脂肪動員、油脂飼料由来）
　増加：・体脂肪動員　　　　　　　　・脂肪分を多く含む飼料の増加
　　　　・飼料の変化　　　　　　　　・分娩後やその他の理由で体重が減少
　　　　・飼料摂取量の増加　　　　　　（デノボが同時に下がる場合）
　減少：・飼料摂取量の減少　　　　　・エネルギー不足（または、脂肪不足）

個体乳のデータの解釈
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はじめに
　いつもお世話になっております。今年度全酪連に入会いたしました、永野由美と申します。
　先月号の全酪連職員紹介ページでもご挨拶させていただいた通り、酪農大学校での研修を経て６月よ
り中四国事務所に仮配属となりました。各牧場へ向かう道中で緑いっぱいに広がったぶどう畑やみずみ
ずしい直売所の桃を目にし、岡山での生活を実感しているところです。酪農に関しては初心者でまだま
だ未熟ではございますが、皆様のお役に立てるよう努めてまいりますので、どうぞよろしくお願いいた
します。
　さて、今回は初回ということで酪農の主役である「牛」にフォーカスしたいと思います。皆様の飼わ
れている牛さんはどんな性格や特徴をお持ちでしょうか。私は研修先でいつも後ろをついてくる牛、見
張りをしている牛、毎回最初に搾乳室に入るあるいは最後まで入りたがらない牛などさまざまな性格に
驚かされました。そんな牛の性質について、立ち返って読んでいただけたら幸いです。
牛の特性
　牛は元々群れで行動し、社会的序列を持つ生き物です。どの動物にもテリトリーがあるように、牛に
もそれぞれ一定の空間を必要とします。搾乳室へ入る順番も決まっているとされるため（搾乳室侵入順
位）急に足を止め嫌がる牛は密な空間に入ることが序列的な理由で難しいのかもしれません。序列の低
い未経産牛や怖がりも問題なく通行・横臥できるスペースを確保することは、乳量生産の安定だけでな
く縄張り空間が小さくて済むような競争の少ない穏やかな牛群を作ることにもつながります。
牛の５感
視覚：牛は光に敏感です。乾乳牛は１日の2/3を暗く、搾乳牛は2/3を明るくするのが理想です。これ

は、暗いと休息ホルモンメラトニンの分泌が明るいと活発ホルモンプロラクチンの分泌が高まるため
です。よって日長的には夏は搾乳牛、冬は乾乳牛に適した時期となります。しかし、暑熱ストレスの
関係で夏の乳量は減少するため、夏場は暑熱対策を行い
ながら光を調節すること（＝ライトコントロール）で、
本来の乳量に近づけるということになります。冬場もラ
イトコントロールを行うことで、搾乳牛に適した環境と
なり、増乳が見込めるかもしれません。
聴覚： 突然の大きな音は牛に驚きや恐怖を与え、下記のように発情や乳量にも影響する可能性があり

ます。
　　①食欲の一時不振　②呼吸数・心拍数の増加　③乳量や増大量の変化　④早・流産の可能性
　　一方、牛舎で音楽をかけている農家さんもいらっしゃると思います。音楽を搾乳開始の合図とする

ことで乳汁の排出反応がスムーズに行われるほか搾乳の機械音を相殺する働きがあるようです。
嗅覚・味覚：牛は鋭い嗅覚を持ち、匂いで餌を選別しています。糞やよだれ、他の牛の匂いを嫌うため、

飼槽と水槽の掃除をし、匂いを消すことが採食量につながる１つの手段だと思われます。
触覚：牛は湿った寝床や体にとまるハエを嫌う清潔屋さんです。湿った寝床は菌の温床となります。特

に搾乳後は乳頭口が開いており、細菌が侵入しやすいため乳房炎予防としても重要です。サシバエ対
策に関しては、2022年の「おからく組合だより９月号」でも紹介しておりますので、ぜひご参照くだ
さい。
牛と人とのかかわり
　これまで牛の性質について簡単にまとめてみました。もちろん元の性格もありますが、牛は思ってい
る以上に繊細な生き物ですよね。また牛は“習慣性の動物”と呼ばれ、日々同じ行動パターンを取るこ
とを好む動物ですので、それらを意識して関わることが重要なようです。そんな牛にとって人間はもっ
とも警戒する存在だと思われます。つまり牛の安寧を保つには環境と人との関係性が何より大切です。
牛には人が安全で信頼できるリーダーであることを刷り込みますが、中途修正はかなり難しいため、誕
生時、哺乳時、搾乳時などすべて最初の接し方が肝心なようです。ここで恐怖を植え付けると危険な存

牛の性質を振り返る
全国酪農業協同組合連合会　大阪支所　中四国事務所　永野　由美

入ることを許すよ 
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在や人を見下す存在と認識してしまい言うことを聞かなくなります。
・子牛の馴致方法
　最後に、生まれて最初である誕生時の馴致についてご紹介いたします。（現代農業2014.１月号「人も
牛も心地いい牛への接し方のコツ−三友盛行さん」より抜粋）
＊初妊牛をよく撫で扱いやすい牛に育てます。生まれてから１週間までの間に２～３分数回行います。

おわりに
　これらは牛の性質のほんの一部にすぎませんが、私自身牛と酪農家の皆様をしっかりと見て多角的な
視点を持ちたいと思っております。至らぬ点も多々あるかと思いますが、改めてよろしくお願いいたし
ます。
＜参考文献＞
　『牛をみながら考える』村上明弘　編集・発行：全酪連
　『COW SIGNALS』Jan Hulsen　訳：中田健　発行：デーリィマン社
　『乳牛管理の基礎と応用』柏村文郎　増子孝義　古村圭子　発行：㈱デーリィ・ジャパン社

頭の上をなでても嫌がらなけれ
ばかなり慣れてきている証拠。

哺乳の直後にペンに入って、ミ
ルクをつけた左手を子牛の口に
入れる。子牛が夢中でしゃぶっ
ているう
ちに体を
子牛に密
着させ、
右手で子
牛の体を
しっかり
なでる。

子牛が嫌がって離れようとした
ら腕や足を使って強制的に動き
を止めなでる。動作が荒っぽく
ならない
ように。
時々抱き
しめても
良い。

　

９
月
２
日
備
前
地
区
女
性
部
で
、
香
川

県
赤
松
牧
場
に
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

直
前
に
、
大
型
で
ゆ
っ
く
り
と
進
む
台

風
が
瀬
戸
内
海
か
ら
四
国
を
通
っ
て
い
き

ま
し
た
が
、
視
察
先
も
参
加
農
家
も
共
に

大
し
た
被
害
が
な
く
、
無
事
に
行
っ
て
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
瀬
戸
大
橋

か
ら
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
１
時
間
半

か
け
て
赤
松
牧
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

ど
こ
か
ら
入
っ
て
い
い
の
か
迷
っ
て
し

ま
う
く
ら
い
広
い
牧
場
で
、
大
き
な
牛
舎

が
複
数
あ
り
、
そ
の
全
て
で
巨
大
な
フ
ァ

ン
が
た
く
さ
ん
回
っ
て
い
て
風
通
し
が
よ

く
、
酷
暑
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
暑
い
夏
で
す

が
、
牛
た
ち
は
と
て
も
元
気
で
快
適
そ
う

で
し
た
。
自
家
育
成
の
み
で
増
頭
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
育
成
牛
も
た
く
さ
ん

い
て
、
わ
ら
わ
ら
と
集
ま
っ
て
く
る
様
は

と
て
も
可
愛
ら
し
く
て
壮
観
で
し
た
。

　

堆
肥
舎
も
見
学
し
ま
し
た
。
当
日
は
動

か
す
時
間
は
終
わ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

牛
床
に
多
く
の
お
が
く
ず
を
敷
く
こ
と
や

堆
肥
に
空
気
を
送
り
込
み
な
が
ら
撹
拌
す

る
こ
と
等
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
堆
肥
独

特
の
臭
い
が
全
く
な
く
、
積
ん
で
あ
る
堆

肥
は
さ
ら
さ
ら
で
「
す
ご
い
な
」
と
い
う

言
葉
し
か
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
通
り
見
終
わ
っ
た
後
で
、
ジ
ェ
ラ
ー

ト
を
食
べ
な
が
ら
赤
松
さ
ん
を
囲
ん
で
歓

談
し
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
視
察
を
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
っ
た
赤
松
さ
ん
に
は
感
謝
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
牧
場
視
察
の
後
は
、

瀬
戸
内
海
が
見
え
る
ホ
テ
ル
で
ラ
ン
チ
を

し
て
か
ら
帰
り
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、

ま
た
牧
場
視
察
に
参
加
し
た
い
で
す
。

（
お
か
ら
く
備
前
地
区
女
性
部
一
同
）

備
前
地
区
女
性
部
視
察
研
修
会

牛舎を見学しました

記念撮影
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９
月
２
日
～
８
日
、
ス
ー
ダ
ン
の
買
い

付
け
に
行
き
ま
し
た
。
ス
ー
ダ
ン
の
収
穫

は
す
で
に
95
％
が
終
了
し
て
お
り
、
現
地

で
の
検
品
を
通
じ
て
市
場
の
現
状
を
確
認

し
、
以
下
は
主
な
買
い
付
け
先
で
得
た
情

報
と
所
感
で
す
。

　

最
初
に
訪
問
し
た
Ｈ
Ａ
Ｙ　

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ｄ
Ｏ
Ｍ
社
で
は
、
現
地
情
勢
に
関
す
る

最
新
の
情
報
を
確
認
し
ま
し
た
。
ス
ー

ダ
ン
の
収
穫
が
ほ
ぼ
終
了
し
て
お
り
、

２
０
２
４
年
産
の
作
付
け
が
減
少
し
て
い

る
と
い
う
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
、

２
０
２
２
年
産
の
高
値
で
の
在
庫
を
抱
え

る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
存
在
し
て
お
り
、

２
０
２
４
年
産
価
格
に
合
わ
せ
て
販
売
を

し
て
い
る
た
め
、
さ
ら
な
る
値
下
げ
の
可

能
性
は
低
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
ク
レ
イ
ン
の
３
番
～
４
番
刈
り

が
進
行
中
で
、
多
く
の
生
産
者
が
Ｄ
Ｉ
Ｐ

（D
eficit Irrigation Program

）
節
水

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
い
る
状
況
で

す
。
Ｄ
Ｉ
Ｐ
に
参
加
す
る
と
補
助
金
が
出

る
そ
う
で
、
牧
草
を
栽
培
す
る
よ
り
補
助

金
を
も
ら
う
方
が
得
だ
と
考
え
る
農
家
が

多
い
よ
う
で
す
。
バ
ミ
ュ
ー
ダ
ヘ
イ
に
関

し
て
は
、
国
内
馬
向
け
の
需
要
が
高
く
、

ク
レ
イ
ン
よ
り
約
５
ド
ル
高
い
価
格
で
取

引
さ
れ
て
お
り
、
生
産
者
の
中
に
は
こ
の

高
値
を
背
景
に
生
産
を
継
続
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

次
に
訪
問
し
た
エ
ル
ト
ロ
社
で
は
、

ス
ー
ダ
ン
と
ク
レ
イ
ン
の
検
品
を
行
い
ま

し
た
。
ス
ー
ダ
ン
に
関
し
て
は
９
ス
タ
ッ

ク
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
う
ち
４
ス
タ
ッ
ク

が
２
０
２
２
年
産
で
し
た
。
品
質
管
理
が

し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
２
０
２
２
年
産
で

も
品
質
に
は
問
題
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ウ
ィ
ル
バ
ー
エ
リ
ス
社
で
も
同
様
の

状
況
が
報
告
さ
れ
、
特
に
ク
レ
イ
ン
生

産
者
の
80
％
～
90
％
が
Ｄ
Ｉ
Ｐ
に
参
加

し
て
い
る
現
状
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
一
方
で
、
バ
ミ
ュ
ー
ダ
生
産
者
は

高
値
で
取
引
さ
れ
る
こ
と
か
ら
Ｄ
Ｉ
Ｐ

へ
の
参
加
が
少
な
い
と
い
う
点
が
印
象

的
で
し
た
。

　

ボ
ー
ダ
ー
バ
レ
ー
社
で
は
ス
ー
ダ
ン

30
ス
タ
ッ
ク
と
ク
レ
イ
ン
14
ス
タ
ッ
ク

の
検
品
を
し
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
度

産
の
ス
ー
ダ
ン
の
ス
タ
ッ
ク
を
多
く

持
っ
て
お
り
、
ボ
ー
ダ
ー
バ
レ
ー
の
顧

客
基
盤
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
観
光
で
デ

ニ
ス
ビ
ー
チ
行
き
ま
し
た
。
マ
ッ
ス
ル

ビ
ー
チ
と
い
う
野
外
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す

る
場
所
が
あ
る
だ
け
あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
の

男
の
人
は
上
半
身
裸
で
筋
肉
モ
リ
モ
リ

マ
ッ
チ
ョ
マ
ン
で
し
た
。
自
分
は
気
分
が

大
き
く
な
り
真
似
を
し
て
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
肩

に
か
け
て
上
半
身
裸
で
ビ
ー
チ
付
近
を
ウ

ロ
ウ
ロ
し
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
自
分
の

体
が
ム
キ
ム
キ
だ
と
勘
違
い
し
て
後
で
写

真
を
見
て
な
ぜ
あ
ん
な
に
ム
キ
ム
キ
の
人

た
ち
の
中
で
服
を
脱
い
だ
の
か
後
悔
す
る

ぐ
ら
い
の
ム
チ
ム
チ
ボ
デ
ィ
で
し
た
。

　

た
だ
目
指
す
体
が
は
っ
き
り
し
ま
し

た
。
帰
国
後
食
事
制
限
を
し
て
、
筋
ト
レ

を
始
め
９
月
末
現
在
で
４
㎏
痩
せ
ま
し

ス
ー
ダ
ン
買
い
付
け
〜
今
後
の
見
通
し
〜

津
山
事
務
所　

長
須　

悠
樹

検品風景

節水プログラムに参加している圃場枯れた牧草

節水プログラムで鍵がかかった水門
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た
。
目
指
せ
筋
肉

モ
リ
モ
リ
マ
ッ

チ
ョ
マ
ン
。

所
感
と今

後
の
展
望

　

今
回
の
買
い
付

け
で
特
に
感
じ
た

の
は
、
ス
ー
ダ
ン

の
作
付
面
積
が
大

幅
に
減
少
し
て
い
る
現
実
で
す
。
こ
れ
ま

で
高
値
で
取
引
さ
れ
て
き
た
２
０
２
２
年

産
の
在
庫
が
残
っ
て
お
り
、
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
が
苦
戦
し
て
い
る
よ
う
す
が
う
か
が

え
ま
し
た
。
今
後
、
ス
ー
ダ
ン
の
生
産
が

減
少
し
て
い
く
中
で
、
違
う
牧
草
へ
の
シ

フ
ト
を
考
え
る
時
期
な
の
か
も
し
れ
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
買
い
付
け
に
同
行
し
て
い
た
だ
い

た
全
酪
連
、
ゼ
ン
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
の

方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

笠
岡
湾
干
拓
地
で
、
地
元
の
畜
産
農
家

ら
が
主
導
し
整
備
を
進
め
て
い
た
バ
イ
オ

ガ
ス
発
電
所
が
完
成
し
、
９
月
18
日
に
式

典
が
行
わ
れ
、
本
格
稼
働
し
ま
し
た
。

　

干
拓
地
の
畜
産
農
家
７
戸
と
大
阪
市
の

太
陽
光
発
電
事
業
を
手
掛
け
る
三
和
電
機

土
木
工
事
な
ど
で
立
ち
上
げ
た
「
か
ぶ
と

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
有
限
責
任
事
業
組

合
」
が
運
営
を
担
い
、
施
設
整
備
を
手
が

け
ま
し
た
。「
か
ぶ
と
バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ム

発
電
所
」
と
名
付
け
、
同
市
で
１
万
頭
近

く
が
飼
養
さ
れ
る
干
拓
地
に
建
設
し
、
組

合
員
が
持
ち
込
む
牛
ふ
ん
は
無
償
で
引
き

取
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
牛
ふ
ん
の
臭
気

対
策
や
副
資
材
を
使
い
処
分
し
て
い
た
牛

ふ
ん
の
処
理
コ
ス
ト
低
減
を
目
指
し
ま

す
。

　

発
電
所
は
笠
岡
市
カ
ブ
ト
中
央
町
の
約

１
ha
に
建
設
し
、
牛
ふ
ん
か
ら
メ
タ
ン
ガ

ス
を
生
成
す
る
た
め
の
発
酵
槽
や
発
電
機

な
ど
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
牛
ふ
ん
が
発

酵
す
る
過
程
で
生
じ
る
メ
タ
ン
ガ
ス
で
発

電
し
、
中
国
電
力
に
売
電
し
ま
す
。
ふ
ん

は
液
体
と
固
体
に
分
離
し
、
発
電
の
過
程

で
発
生
す
る
液
肥
は
草
地
に
還
元
し
ま

す
。
ま
た
固
体
は
お
が
く
ず
と
混
ぜ
て
牛

舎
の
敷
料
に
す
る
耕
畜
連
携
を
目
指
し
ま

す
。
牛
ふ
ん
利
用
の
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
所

と
し
て
は
、
北
海
道
以
外
で
は
国
内
最
大

規
模
と
の
こ
と
で
す
。

　

年
間
で
約
４
，３
０
０
頭
分
の
牛
ふ

ん
を
受
け
入
れ
、
発
電
出
力
は
１
，

４
２
７
Kw
、
年
間
発
電
量
は
一
般
家
庭

約
３
，５
０
０
世
帯
分
に
相
当
す
る
１
，

２
３
０
万
Kw
時
で
、
総
事
業
費
は
約

55
億
。
固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ

Ｔ
）
を
活
用
し
、
売
買
収
入
は
年
間
で
約

４
億
８
，０
０
０
万
円
を
見
込
み
ま
す
。

　

同
事
業
組
合
の
組
合
長
で
あ
る
山
本
真

五
さ
ん
は
「
畜
産
農
家
の
コ
ス
ト
低
減
と

臭
気
対
策
を
追
求
す
る
取
り
組
み
だ
。
持

続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
」
と
の

こ
と
で
し
た
。
笠
岡
市
で
は
牛
ふ
ん
の
臭

気
が
市
街
地
に
入
り
込
む
こ
と
が
長
年
の

課
題
で
、
施
設
の
稼
働
に
よ
り
臭
気
の
緩

和
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。（備

南
事
務
所
）

笠
岡
湾
干
拓
地
で
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
稼
働

式典のようす

牧草地

マッスルビーチ 現地の温度
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９
月
19
日
、
備
南
地
区
女
性
部
で
岡
山

県
吉
備
中
央
町
の
雲
岡
牧
場
に
視
察
研
修

に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

女
性
部
の
第
54
回
西
日
本
発
表
大
会
の

意
見
発
表
を
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ

れ
ま
で
に
牧
場
を
見
学
し
て
み
た
い
と
思

い
、
今
回
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

牧
場
内
は
広
く
、
ま
た
育
成
牛
舎
は
換

気
扇
が
最
大
出
力
で
は
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
涼
し
く
て
過
ご
し
や
す
い
と
感
じ
ま

し
た
。
牧
場
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
く
な

か
で
、
餌
や
除
角
に
つ
い
て
、
授
精
に
つ

い
て
な
ど
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
そ
の

都
度
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
地
区

会
員
の
皆
様
の
情
報
交
換
の
場
に
も
な

り
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た

か
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
忙
し
い
中

視
察
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
雲
岡
様

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
備
南
事
務
所
）

備
南
地
区
女
性
部
視
察
研
修

　

９
月
28
日
、「
コ
ー
プ
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
４
」
が
岡
山
市
北
区
の
コ
ン
ベ
ッ

ク
ス
岡
山
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
プ
フ
ェ
ス
タ
は
地
産
地
消
・
産

直
・
食
育
な
ど
を
テ
ー
マ
に
来
場
者
と
生

産
者
、
メ
ー
カ
ー
関
係
団
体
が
交
流
で
き

る“
食
”を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

約
２
万
３
０
０
０
人
の
来
場
者
で
賑
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

お
か
ら
く
の
ブ
ー
ス
で
は
、
模
擬
搾
乳

牛
を
使
っ
て
の
搾
乳
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
時
間
指
定
が
な
い
た
め
、
途
切
れ
る

こ
と
な
く
親
子
で
楽
し
く
体
験
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

来
場
者
の
中
に
は
、
お
か
ら
く
の
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
を
見
て
今
年
も
ミ
ル
ク
フ
ェ
ア
開

催
さ
れ
ま
す
か
？
と
聞
い
て
来
ら
れ
る
方

も
お
ら
れ
、「
11
月
９
日
岡
山
ド
ー
ム
で

開
催
し
ま
す
よ
」
と
言
う
と
、
ぜ
ひ
行
き

ま
す
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
消
費
拡
大
の
一
環
と
し
て
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
西
大
寺
事
務
所
）

コ
ー
プ
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
開
催

搾乳模擬体験のようす
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●

●

●

ひ

ろ

ば

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

　

今
年
４
月
か
ら
生
産
支
援
課
で
勤
務

し
て
い
る
松
尾
と
申
し
ま
す
。
多
く
の

方
に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
日
々
奮

闘
し
て
い
ま
す
。
一
日
で
も
早
く
一
人

前
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
の
趣
味
は
旅
行
に
行
く
こ
と
で

す
。
海
外
旅
行
、
食
い
倒
れ
旅
行
、
そ

の
日
の
勢
い
で
行
き
先
を
決
め
る
弾
丸

旅
行
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
方
が
あ

り
ま
す
。
今
回
は
９
月
の
３
連
休
を

使
っ
て
、
日
本
最
大
の
湖
と
し
て
有
名

な
琵
琶
湖
が
あ
る
滋
賀
県
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
実
際
に
見
た
琵
琶
湖
は
想
像

し
て
い
た
よ
り
広
く
、
キ
ラ
キ
ラ
し
て

い
て
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。
琵
琶
湖
を

周
遊
す
る
遊
覧
船
が
運
航
し
て
い
た
の

で
乗
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ヨ
ッ
ト
を
楽
し
ん
で
い
る
人
を
見
た

り
、
船
の
中
を
探
検
し
た
り
、
と
て
も

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

次
に
、
滋
賀
県
に
工
場
が
あ
る
ク
ラ

ブ
ハ
リ
エ
と
た
ね
や
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ

プ
シ
ョ
ッ
プ「
ラ
コ
リ
ー
ナ
近
江
八
幡
」

へ
行
き
ま
し
た
。
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
が

出
来
上
が
る
よ
う
す
を
目
の
前
で
見
た

と
き
は
、
よ
だ
れ
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
、
焼
き
た
て
の
バ
ー
ム

ク
ー
ヘ
ン
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
が
、
ふ
わ
っ
ふ
わ
し
っ
と
り
で
最

高
に
お
い
し
か
っ
た
で
す
！
他
に
も
滋

賀
県
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
充
実
し

た
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
職
場
で
緊
張
が
続
い
て
い
ま

し
た
が
、
琵
琶
湖
旅
行
で
心
身
と
も
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い

ろ
な
場
所
に
行
っ
て
気
分
転
換
を
し
な

が
ら
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

琵
琶
湖
旅
行

生
産
支
援
課　

松
尾　

聡
子

ラコリーナ近江八幡のメインショップ

★材　料（４人分）
　牛乳……………………600㎖
　白だし…………………90㏄
　そうめん………………400ｇ
　しそ……………………８枚
　なす……………………２本
　プチトマト……………４個
　豚ロース肉……………200ｇ
　いりごま………………少々
　ラー油…………………少々

しそ香る 蒸しなすと豚しゃぶの冷やし牛乳めん

令和5年度「牛乳・乳製品利用料理コンクール岡山県大会」優良賞
岡山県立興陽高等学校1年　小林美月さんのアイデアレシピ

★作り方
①なすの皮をむいて、４等分に切り、電子レンジで加熱
する。

②豚ロース肉をゆでる。

③しそを細切り、プチトマトを半分に切る。

④牛乳に白だしを入れる。

⑤そうめんをゆでる。

⑥そうめんを器の中心に盛り、①と②をのせ、しそ・い
りごま・ラー油をのせ、プチトマトをのせ④をかけた
らできあがり。
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事

報

理

会

告

　

８
月
30
日
、
第
２
８
９
回
理
事
会
を
理

事
９
名
、
監
事
３
名
が
出
席
し
、
開
催
し

た
。

　

檜
尾
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

次
に
、
８
月
６
日
、
７
日
に
実
施
し
た

令
和
６
年
度
６
月
末
基
準
日
と
す
る
監
事

監
査
の
結
果
に
つ
い
て
各
監
事
よ
り
報
告

さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
６
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
６
年
度
７
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
全
酪
連
出
資
配
当
金
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て

　

全
酪
連
出
資
配
当
金
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
協
議
し
、
全
酪
連
へ
の
増
資
を
行
う

こ
と
を
決
定
し
た
。

○
職
員
就
業
規
則
等
の
改
正
に
つ
い
て

　

法
定
内
残
業
代
の
職
員
就
業
規
則
の
改

正
に
つ
い
て
協
議
し
、
承
認
し
た
。

新
郎　

安
富　

太
陽
さ
ん（
旧
姓　

木
村
）

新
婦　

安
富　

美
和
さ
ん

挙
式　

令
和
６
年
９
月
15
日

　
　
　

岡
山
市
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山
」

　

お
二
人
は
、
同
じ
趣
味
で
意
気
投
合

し
、
大
学
生
の
時
か
ら
お
付
き
合
い
が
始

ま
っ
た
そ
う
で
す
。
太
陽
さ
ん
の
実
家
は

非
農
家
で
、
酪
農
に
は
縁
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
美
和
さ
ん
と
お
付
き
合
い
を

さ
れ
る
う
ち
に
、
酪
農
に
も
興
味
を
持
た

れ
ま
し
た
。

　

太
陽
さ
ん
は
結
婚
さ
れ
て
か
ら
大
阪
の

実
家
か
ら
岡
山
に
移
り
住
み
、
今
は
ア
イ

ス
店
舗
を
中
心
に
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
お
二
人
と
も
チ
ー
ズ
作
り
に
興
味
が

あ
り
、
後
々
に
は
自
家
製
チ
ー
ズ
を
使
っ

た
ピ
ザ
を
焼
き
た
い
と
の
夢
が
あ
る
そ
う

で
す
。

　

新
婦
の
お
父
さ
ん
は
感
動
の
あ
ま
り
、

終
始
号
泣
さ
れ
て
い
た
と
か
…
。
う
れ
し

い
こ
と
は
、
い
く
ら
あ
っ
て
も
大
歓
迎
で

す
ね
。

　

お
二
人
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

と
、
末
永
い
お
幸
せ
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、
岡
山
市　

安
富　

美
和
様
、
安
富　

太
陽
様
よ
り
結
婚
祝
い
返
礼

金
と
し
て
、
津
山
市　

竹
内　

基
様
、
津
山
市　

清
水　

正
裕
様
よ
り
香
典
返
礼

金
と
し
て
、（
一
財
）
お
か
ら
く
教
育
振
興
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
令
和
６
年
度
緊
急
導
入
事
業
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
猛
暑
対
策
緊
急
導
入
事
業

に
つ
い
て
内
容
を
協
議
し
、
夏
場
以
降
の

酪
農
経
営
の
安
定
と
乳
量
・
良
質
乳
の
確

保
を
目
的
に
事
業
を
行
う
こ
と
を
確
認

し
、
承
認
し
た
。

○
役
員
研
修
に
つ
い
て

　

役
員
研
修
の
日
程
を
決
定
し
、
研
修
先

は
常
勤
役
員
一
任
と
し
た
。

○
き
び
じ
酪
農
運
輸
の
要
請
の
対
応
に
つ

い
て

　

組
合
長
か
ら
き
び
じ
酪
農
運
輸
の
要
請

に
つ
い
て
令
和
６
年
度
の
決
算
状
況
を
確

認
し
た
上
で
、
赤
字
の
場
合
補
填
に
て
支

援
を
行
う
こ
と
の
報
告
が
あ
り
、
承
認
し

た
。

○
報
告
事
項

　

仮
決
算
の
日
程
に
つ
い
て
、
現
況
調
査

の
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

人　
　

事

異　

動

（
令
和
６
年
10
月
１
日
付
）

　

坂
本　

彩
花
（
事
業
本
部
流
通
課
）

退　

職

（
令
和
６
年
９
月
10
日
付
）

　

赤
木
宏
一
郎
（
備
南
事
務
所
）

　

ご
逝
去
の
た
め

（
令
和
６
年
９
月
15
日
付
）

　

西
山　

勝
之
（
専
任
ヘ
ル
パ
ー
）

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

（
一
財
）お
か
ら
く
教
育
振
興
会
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生乳販売量（令和6年度）

6，５００

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００
ｔ

購買取扱数量（令和6年度）生乳販売量（令和5年度） 購買取扱数量（令和5年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

８

７
４～８

４～８
８

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

５４８,６６７
２,８８２,６２４

６,７１２
３８,６０２
３２７,８４５

,

２７６,７０１
１,４１４,０３４

６,５４７
３６,０９４
７３,０２４

１２９,９２３
７４３,９１０

１０５
２,０７１

１１７,１７８

１４２,０４３
７２４,５９７

６０
４３６

１３７,６４３

99.8 
99.4 
97.0 
99.0 
101.9 

98.5 
97.3 
96.2 
96.8 
100.5 

101.9 
102.0 
250.0 
163.6 
104.5 

100.5 
101.1 
82.2 
96.5 
100.5 

4,992

4,887

6,712
6,919

　

９
月
に
つ
い
て
は
、
猛
暑
の
影
響
が
や
や
緩
和
さ
れ
た
も
の
の
、
厳
し
い
残
暑
が
継

続
し
た
こ
と
に
よ
り
、
都
府
県
に
お
け
る
導
入
需
要
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
か
ら
、
平
均

価
格
は
税
込
43
万
６
千
円
（
前
月
比
３
千
円
高
・
前
年
比
２
千
円
高
）
と
ほ
ぼ
横
ば
い

で
推
移
し
た
。 

　

10
月
に
つ
い
て
は
、
年
明
け
分
娩
が
出
回
り
の
中
心
と
な
り
、
残
暑
が
緩
和
さ
れ
る

な
か
、
暑
熱
期
事
故
等
の
代
替
な
ど
一
定
の
更
新
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
相

場
は
強
含
み
で
推
移
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

主な行事
10月
１日　牛乳大好き絵画コンクール

審査会
　　　現物監査
11日　岡山県畜産共進会（〜12日）
17日　おからく教育振興会理事会・

評議員会
19日　牛乳・乳製品利用

料理コンクール
岡山県大会

22日　管理職会議
30日　理事会
　　　牛群審査（〜11月８日）
11月
６日　定例監事監査（〜７日）
９日　おかやまミルクフェア2024
14日　酪友フォーラム（〜15日）
15日　ジャジングスクール（〜16日）
21日　管理職会議
28日　理事会
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